
［特集］

平成２２年度決算平成２２年度決算

第２回創作獅子舞コンクールｉｎ飯田
（第４回南信州獅子舞フェスティバル）
暑さを感じる秋晴れの中
市内外の２３団体の勇壮な舞いに加え
ユニークな創作獅子たちも舞を披露
子どもの創作獅子と見つめ合い
大人も思わず笑みをこぼした
（１０月１６日）
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▼
決
算
は
概
ね
良
好

自
治
体
の
会
計
は
、
福
祉
や
教
育
、
土

木
、
産
業
振
興
な
ど
の
基
本
的
な
行
政
経

費
を
ま
か
な
う
一
般
会
計
と
、
保
険
料
や

使
用
料
を
主
な
収
入
源
と
し
て
特
定
の

事
業
の
運
営
を
行
う
特
別
会
計
に
大
別

さ
れ
ま
す
。

平
成
２２
年
度
の
一
般
会
計
は
、
子
ど
も

手
当
の
創
設
や
国
の
緊
急
経
済
対
策
な
ど

の
特
別
な
事
情
も
あ
り
歳
出
決
算
額
が
前

年
度
を
２
億
７
千
９
７
８
万
円
（
０.６
％
）
上

回
る
金
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
決
算
額
は
、
国
の
地
方
財
政
対

策
が
手
厚
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と

比
較
し
て
６
億
９
千
５１
万
円
（
１.６
％
）の
大

幅
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
実
質
収
支（
収
支
差
引
き
か

ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
を

引
い
た
額
）は
、
１１
億
５
千
万
円
余
の
黒
字

と
な
り
概
ね
良
好
な
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２２
年
度
の
一
般
会
計
や
特
別
会
計
の
収
入
と
支
出
の
最
終
的
な
数
字
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
や
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
の
収
入
が
ど
の
く
ら
い
で
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
２２
年
度

決
算

平
成
２２
年
度

決
算

平
成
２２
年
度

決
算

一般会計歳入一般会計歳入一般会計歳入

一般会計歳出一般会計歳出一般会計歳出

４３６億４,４１８万円４３６億４,４１８万円
歳出総額

４５１億７,５８５万円４５１億７,５８５万円
歳入総額

民生費
１２９億３,７３９万円
〈２９.６％〉

市税
１３４億３,２０２万円
〈２９.７％〉

地方交付税
１２１億２,６７１万円
〈２６.８％〉

 国庫支出金
５３億８,７５９万円
〈１１.９％〉

市債
４１億９,６００万円
〈９.３％〉

県支出金
２９億３,２２８万円
〈６％〉

県支出金
２９億３,２２８万円
〈６.５％〉

地方消費税ほか交付金
２０億５,５１４万円
〈４.５％〉

諸収入
２０億５,８６９万円
〈４.６％〉

分担金および負担金
９億４,２７６万円
〈２.１％〉

繰越金
１１億２,０９４万円
〈２.５％〉

その他
９億２,３７２万円
〈２.１％〉

公債費
５１億２１４万円
〈１１.７％〉

衛生費
４７億１,５２０万円
〈１０.８％〉

  土木費
４６億９,１９７万円
〈１０.８％〉

教育費
４５億６,６７３万円
〈１０.５％〉

総務費
４３億３,４３４万円
〈９.９％〉

商工費
２２億５,２７４万円
〈５％〉

商工費
２２億５,２７４万円
〈５.２％〉

農林水産業費
１８億２,２７３万円
〈４.２％〉

消防費
１２億６,３９８万円
〈２.９％〉 その他

１３億４０８万円
〈２.９％〉

議会費
２億４,５２８万円
〈０.６％〉

労働費
４億７６０万円
〈０.９％〉
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▼
歳
入
の
特
徴

（
平
成
２１
年
度
と
の
比
較
）

○
市
税
全
体
で
は
、
前
年
度
と
比
べ
１
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
法
人
市
民
税
は

世
界
的
な
経
済
不
況
か
ら
徐
々
に
回

復
し
た
こ
と
で
３
億
７
千
８
２
５
万
円

（
４７
・
１
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
個

人
市
民
税
は
給
与
所
得
減
の
影
響
な

ど
で
４
億
５
千
８
３
９
万
円

(
△
９.４
％)

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

○
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
、

地
方
へ
の
財
源
措
置
が
拡
充
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
１２
億
２
千
８
７
２
万
円

(

１１
・
３
％)

の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

○
国
庫
支
出
金
は
、
子
ど
も
手
当（
児
童

手
当
）
交
付
金
の
増
が
あ
り
ま
し
た
が
、

定
額
給
付
金
の
廃
止
や
道
路
改
良
事

業
を
始
め
と
し
た
建
設
事
業
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
１３
億
２
千
３
８
０
万

円(

△
１９
・
７
％)

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

○
地
方
債
（
借
金
）
は
４
億
７
千
１
８
０
万

円

(

１２
・
７
％)

の
増
と
な
り
ま
し
た
。中

で
も
建
設
事
業
な
ど
の
財
源
と
な
る
地

方
債
は
１７
億
６
千
４
０
０
万
円
で
５
億
３

千
２
８
０
万
円（
△
２３
・
２
％
）の
減
で
、一

般
財
源
と
な
る
臨
時
財
政
対
策
債
が
２４

億
３
千
２
０
０
万
円
で
１０
億
４
６
０
万
円

（
７０
・
４
％
）の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

▼
歳
出
の
特
徴

（
平
成
２１
年
度
と
の
比
較
）

○
高
齢
者
、
児
童
、
障
害
者
福
祉
な
ど
に

支
出
す
る
民
生
費
は
、
子
ど
も
手
当
の

創
設
な
ど
に
よ
り
、
２０
億
９
千
９
６
２

万
円（
１９
・
４
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

○
勤
労
者
の
福
祉
や
就
業
促
進
な
ど
に

支
出
す
る
労
働
費
は
、
新
規
高
卒
者

雇
用
奨
励
補
助
事
業
な
ど
に
よ
り
、
１

億
３
千
１
０
３
万
円
（
４７
・
４
％
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

○
一
般
事
務
経
費
な
ど
の
総
務
費
は
、
定

額
給
付
金
の
減
に
よ
り
、
１３
億
２
４
６

万
円
（
△
２３
・
１
％
）
の
減
と
な
り
ま
し

た
。

○
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
ご
み
処
理
な
ど

に
支
出
す
る
衛
生
費
は
、
病
院
事
業
会

計
へ
の
出
資
金
・
負
担
金
の
減
に
よ
り
、

７
億
７
千
８
４
１
万
円
（
△
１４
・
２
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

○
道
路
や
公
園
整
備
、
河
川
や
橋
の
整
備

な
ど
に
支
出
す
る
土
木
費
は
、
道
路
、

橋
り
ょ
う
整
備
事
業
の
減
少
に
よ
り
、

７
億
９
千
９
２
１
万
円
（
△
１４
・
６
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

　　平
成
２２
年
度
の
主
な
事
業

一
般
会
計

　　平
成
２２
年
度
の
主
な
事
業

一
般
会
計

　　平
成
２２
年
度
の
主
な
事
業

■リニア中央新幹線飯田駅設置推進基金積立

３億円

■丸山・伊賀良・鼎・上郷小学校太陽光発電設置（教育費）

９,５９７万円

■鼎体育館耐震改修（教育費）

１億２２７万円

■新規高卒者雇用奨励補助（労働費）　

９,９２５万円

民間保育所の施設整備（民生費）

１億６,０７０万円

中央図書館の改修（教育費）

９,１８１万円

毛呂窪公民館整備（総務費）

２,３８０万円

美博プラネタリウム更新（教育費）

９,４８８万円
鈴岡城址公園整備（土木費）

５,４３９万円

羽場公園整備（土木費）

３,９９０万円
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▼
地
方
債
残
高
は
減
少

地
方
債
は
、
国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り

入
れ
る
資
金
で
、家
計
で
い
え
ば
借
金
に
あ

た
り
ま
す
。

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、新
規
借
入
額
を

そ
の
年
度
の
返
済
額
以
内
に
抑
え
る
方
針

に
よ
り
、起
債
の
抑
制
に
努
め
て
き
た
効
果

も
あ
り
、
前
年
度
対
比
で
約
３
億
円
減
少

し
ま
し
た
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
施
設
整
備
事

業
の
減
に
よ
り
下
水
道
事
業
で
約
１０
・
９

億
円
、
病
院
事
業
、
水
道
事
業
な
ど
そ
の

他
の
会
計
で
も
減
少
し
て
お
り
特
別
会
計

を
含
め
た
市
全
体
で
は
約
２１
・
３
億
円
減

少
し
ま
し
た
。

▼
基
金
は
増
加 

（
一
般
会
計
）

一
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
、ま
た

は
準
備
し
て
お
く
基
金
で
、家
計
で
い
え
ば

貯
金
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

主
要
４
基
金
（
財
政
調
整
基
金
、
減
債

基
金
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
、ふ
る
さ

と
基
金
）は
、法
人
市
民
税
の
回
復
や
、国

の
地
方
に
対
す
る
財
政
措
置
が
拡
充
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、利
子
以
外
に
約
３.５
億
円
を

積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
４
年
ぶ
り
に
増
加

し
ま
し
た
。

主
要
４
基
金
以
外
の
特
定
目
的
基
金

は
、リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
、リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
飯
田
駅
整
備
推
進
基
金
を
３
億

円
積
み
立
て
ま
し
た
。さ
ら
に
、
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
地
域
振
興

基
金
を
３
億
円
、
地
域
内
の
雇
用
を
推
進

す
る
た
め
の
地
域
雇
用
創
出
推
進
基
金
を

１.５
億
円
積
み
増
し
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
特
定
目
的
基
金
は
、
前
年

度
対
比
で
約
６.８
億
円
増
加
し
ま
し
た
。 

▼
会
計
別
収
支
の
特
徴

○
病
院
事
業
会
計
の
う
ち
資
本
的
支
出

は
介
護
老
人
保
健
施
設
整
備
事
業
の

減
と
企
業
債
繰
上
償
還
の
減
な
ど
で
４２

億
７
千
４
４
８
万
円
（
６８
・
３
％
）の
大
幅

な
減
と
な
り
ま
し
た
。収
益
的
収
支
は
、

経
営
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に
よ
り

前
年
に
引
き
続
き
経
常
収
支
が
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
、
下
水
道

事
業
特
別
会
計
の
歳
出
は
施
設
整
備

事
業
や
企
業
債
繰
上
償
還
の
減
に
よ

り
、そ
れ
ぞ
れ
４０
・
５
％
、
１１
・
３
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

○
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計

の
歳
出
は
新
施
設
の
稼
動
に
よ
り
３２
・

１
％
の
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔単位：万円〕

歳入決算 歳出決算

４５１億７,５８５

９２億２,３０９

４９８

６,８０９

１０億６,８９６

９０億８,８９６

１,６３９

６,７２４

２,３１５

４億７,７８２

４３億５,８８３

４億７,７７４

２,６２８

７,３０９

１億３,４９５

１１５億６,５８０

１１億４,４４６

１７億４,５６９

２億６,０４８

３９８億２,５９９

８５０億１８５

老 人 保 健 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

地方卸売市場事業特別会計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計

墓 地 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

介護老人保健施設特別会計

上村デイサービスセンター特別会計

上村しらびそ高原観光事業特別会計

ケーブルテレビ放送事業特別会計

計

特

　別

　会

　計

会　　計　　名

一　般　会　計

国民健康保険
特別会計

事業勘定

直診勘定

病院事業会計
収益的収支

資本的収支

水道事業会計
収益的収支

資本的収支

合　　　　　　　　　　　　　　計

４３６億４,４１８

８８億９,６４６

４９６

１,６０９

１０億５,７７２

９０億５,３７９

１,２１５

６,２５４

２,２４７

４億６,９９３

４２億５５５

４億４,９４４

２,２３９

７,２５３

１億２,７９７

１１１億２,５０３

１９億８,３９７

１６億４,１５４

７億７,７６２

４００億２１６

８３６億４,６３３

※収益的収支：営業などに係る収支（料金収入や職員給与など）
※資本的収支：施設の建設などに係る収支（施設建設のための補助金や地方債、建設費、

地方債元金の償還金など）
          

会計別収支

０

２００億円

４００億円

６００億円

８００億円

１,０００億円

１,２００億円
（億円）

０

２０億

４０億

６０億

８０億

１００億

１２０億

（億円）

地方債残高の推移（全会計）

Ｈ２２Ｈ２１Ｈ２０

一般会計

特別会計

Ｈ２２

基金残高の推移（一般会計）

Ｈ２１Ｈ２０

主要４基金

その他
特定目的
基金

定額基金

９５９億４,４８６万９５９億４,４８６万９８０億７,９０８万９８０億７,９０８万９９７億４,６７９万９９７億４,６７９万

１１６億９,５０２万１１６億９,５０２万
１０６億４,３２７万１０６億４,３２７万１０３億５,６７１万１０３億５,６７１万

５６０億４,１６３万

３９９億３２３万

５７８億７,７５２万

４０２億１５６万

５９０億２,４４４万

４０７億２,２３５万

５６０億４,１６３万

３９９億３２３万

５７８億７,７５２万

４０２億１５６万

５９０億２,４４４万

４０７億２,２３５万

４６億４,７９６万

１４億９,２００万

５５億５,５０６万

３９億６,６７４万

１４億９,２００万

５１億８,４５３万

３４億６,５１４万

１４億９,２００万

５３億９,９５７万

４６億４,７９６万

１４億９,２００万

５５億５,５０６万

３９億６,６７４万

１４億９,２００万

５１億８,４５３万

３４億６,５１４万

１４億９,２００万

５３億９,９５７万
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平成２２年度決算

■
問
い
合
わ
せ

　　　　　財
政
課

　内
線
２
２
３
１

■
問
い
合
わ
せ

　　　　　財
政
課

　内
線
２
２
３
１

進
め
る
た
め
の
地
域
振
興
基
金
を
３
億
円

積
み
増
し
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
域
内
の
雇
用
を
推
進
す
る

た
め
の
地
域
雇
用
創
出
推
進
基
金
を
１.５

億
円
積
み
増
し
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
特
定
目
的
基
金
は
、
前
年

度
対
比
で
約
６.８
億
円
増
加
し
ま
し
た
。 

▼
会
計
別
収
支
の
特
徴

○
病
院
事
業
会
計
の
う
ち
資
本
的
支
出

は
介
護
老
人
保
健
施
設
整
備
事
業
の

減
と
企
業
債
繰
上
償
還
の
減
な
ど
で
４２

億
７
千
４
４
８
万
円
（
６８
・
３
％
）の
大
幅

な
減
と
な
り
ま
し
た
。収
益
的
収
支
は
、

経
営
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に
よ
り

前
年
に
引
き
続
き
経
常
収
支
が
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

○
簡
易
水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
は
施
設
整
備
事
業
や
企
業

債
繰
上
償
還
の
減
に
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ

４０
・
５
％
、１１
・
３
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

○
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計

は
新
施
設
の
稼
動
に
よ
り
３２
・
１
％
の
大

幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
主
要
な
財
政
指
数

○
財
政
力
指
数

　０・
５
５
８

標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
経
費

に
対
し
、
ど
れ
だ
け
自
前
の
財
源
で
対

応
で
き
る
か
を
表
す
指
標
で
す
。数
値
が

高
い
ほ
ど
財
源
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
経
済
不
況
に
よ
る
税
収
の

減
少
で
、
昨
年
度
よ
り
０
・
０
３
ポ
イ
ン

ト
下
が
り
ま
し
た
。

○
経
常
収
支
比
率

　８４・
１

市
税
な
ど
の
経
常
的
な
一
般
財
源
（
使

途
を
特
定
し
て
い
な
い
収
入
）に
対
し
、

人
件
費
や
公
債
費
な
ど
毎
年
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
支
出
が
ど
の
く
ら
い

の
割
合
を
占
め
て
い
る
か
を
表
す
指
標

で
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
、
財
政
に
ゆ
と
り

が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。普
通
交
付
税

や
臨
時
財
政
対
策
債
の
増
加
で
昨
年

度
よ
り
５.１
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

▼
平
成
２２
年
度
決
算
に
基
づ
く

財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
は
健
全

自
治
体
の
財
政
状
況
を
統
一
的
な
指

標
で
明
ら
か
に
す
る
た
め「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」に
よ

り
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
指
標
で
す
。

ど
の
指
標
も
、「
財
政
の
早
期
健
全
化
」

「
財
政
の
再
建
」
が
必
要
な
段
階
で
は
な

く
、
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
る
水
準
に
あ

り
ま
す（
下
図
）。

▼
今
後
の
展
望
と
課
題

平
成
２２
年
度
は
概
ね
良
好
な
決
算
と

な
り
ま
し
た
が
、今
後
は
、東
日
本
大
震
災

の
影
響
や
欧
米
経
済
の
先
行
き
に
対
す
る

不
安
に
伴
う
円
高
や
、
国
の
借
金
の
増
加

な
ど
自
治
体
財
政
へ
の
大
き
な
懸
念
材
料

が
あ
り
、
見
通
し
は
不
透
明
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
努
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

使
い
な
が
ら
、第
５
次
基
本
構
想
・
基
本
計

画
に
掲
げ
た
都
市
像「
人
も
自
然
も
輝
く
、

文
化
経
済
自
立
都
市
」
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、平
成
２２
年
度
決
算
の
概
要
は
、市

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

指標名 指標の説明飯田市 早期健全化基準※ 財政再生基準※指標名 指標の説明

実質赤字比率 一般会計等の赤字額の割合

連結実質赤字比率
公営企業会計を含む
全会計の赤字の割合

実質公債費比率
その年度の借金の
返済額などの割合

将来負担比率
将来の借金の返済や退職金
など実質的な負債の割合

数値なし
（黒字のため）

１１.９５ ２０.００

数値なし
（黒字のため）

１６.９５ ３５.００

９.９ ２５.０ ３５.０

８.３ ３５０.０

飯田市 早期健全化基準※ 財政再生基準※

平成２２年度決算に基づく財政健全化判断比率等の状況

※早期健全化判断比率：財政の早期健全化へ向けて「財政健全化計画」の策定が必要となる基準
※財政再生基準：財政の再生に向けて「財政再生計画」を策定し国の監督下で財政再建に取り組むこととなる基準

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000120,000140,000

平成２２年度一般会計を市民一人当たりでみると（合計４１万５,９０４円）

民生費

公債費

衛生費

土木費

教育費

総務費

商工費

農林水産業費

消防費

労働費

議会費

その他

（円）

１２３,２８６円

４８,６２１円

４４,９３３円

４４,７１２円

４３,５１８円

４１,３０４円

２１,４６７円

１７,３７０円

１２,０４５円

３,８８４円

２,３３７円

１２,４２７円

１２３,２８６円

４８,６２１円

４４,９３３円

４４,７１２円

４３,５１８円

４１,３０４円

２１,４６７円

１７,３７０円

１２,０４５円

３,８８４円

２,３３７円

１２,４２７円

(高齢者・児童・障害者福祉の充実など)(高齢者・児童・障害者福祉の充実など)

(借りたお金の返済)

(市民の健康づくりやごみ処理など)

(道路や公園整備、河川や橋の整備など)

(学校教育や生涯学習など教育の充実)

(窓口サービスの費用など通常必要とされる経費)

(商工業や観光の振興など)

(農林業の振興や林道整備など)

(常備消防や消防団、自主防災など)

(勤労者の福祉や就業促進など)

(議会の運営)

(災害復旧費や基金積立金)

(借りたお金の返済)

(市民の健康づくりやごみ処理など)

(道路や公園整備、河川や橋の整備など)

(学校教育や生涯学習など教育の充実)

(窓口サービスの費用など通常必要とされる経費)

(商工業や観光の振興など)

(農林業の振興や林道整備など)

(常備消防や消防団、自主防災など)

(勤労者の福祉や就業促進など)

(議会の運営)

(災害復旧費や基金積立金)
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ご夫婦で100歳を迎えられる長沼
收蔵さん・いとさん(上久堅)

木工細工をおつくりになる金森恒夫さん（東和町）

いつまでもお元気で

南信州マーケティングショップ閉店
南信州ファン獲得に貢献

１００歳敬老祝賀訪問

閉店日には椙山女学園大付属小２年生が「お店探検」で訪れた

２００８年１０月から名古屋市覚王山で農産物販売な

ど行ってきた店舗を９月３０日に閉店しました。３年間

の総来店者数(延べ)１１３，８７２人、近隣主婦層を中心

に、名古屋市全域、岐阜、三重からもご来店いただき、

東海圏域３県に幅広く「南信州」をアピールしました。

９月２１日、今年度中に１００歳を迎えられ

る３人の方に牧野市長が訪問をしました。

長沼さんご夫婦は、書道、詩吟などを

楽しまれます。金森さんは農業をなさり、

１日５～６回階段の昇り降りされるなど非常

に元気です。市内には今年度中に１００歳

を迎えられる方が、３４人いらっしゃいます。

（９月１日時点）

９月１９日敬老の日は、県内最高齢１０９歳

の原そとみさん（松尾代田）に県の加藤福

知事が訪問して祝い状などを送りました。

平日は午前７時から、土日は午前９時から午後５時まで運行

１０月１６日、飯田駅からりんご並木や長野県飯田合

同庁舎を循環する無料の電気バスの運行を開始し

ました。中心市街地に５カ所の停留所を設けて平成

２４年１月１５日まで、走行する予定です。詳細は市ウェ

ブサイトをご覧ください。

電気自動車 丘のまちプチバス運行
楽しい・のんびり・お手軽
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風越山の走破を目指して一斉にスタート

ポニーに乗って思わずニッコリ

苦しさを乗り越えて走る登り坂

９月１７日～１９日、天龍峡インターチェンジ隣接地の「天龍

峡花の里」で行われました。

天龍峡そば、摘み草の天ぷらなどの販売やポニーの園内

散策、足湯などがありました。広大な信州大そば畑の花に囲

まれ、参加者はゆったりとした時間を過ごしました。

そばの香りと味に舌鼓を打つ

１０月１０日、さわやかな秋晴れの中で、

市営今宮野球場をスタート地点に県内

外から約５３０人が参加しました。

最大標高差約１,０００ｍの山道を走破

する「登山マラソンの部」、かざこし子ど

もの森公園をコースとする「みんなで走

ろうの部」、史跡説明を聞きながら自然

散策できる「ウォーキングの部」があり、

参加者は、それぞれに楽しみました。

なお、今回から大会名を「風越（かざ

こし）登山マラソン」に統一して行いま

した。

一面の花畑で癒される

心地よい風に吹かれて
第５７回風越登山マラソン

秋の天龍峡花の里そば祭り
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市 

長

　牧
野
光
朗

災
害
対
策
支
援
に
お
い
て
も
成
果
が
あ
っ
た
大
学
連
携

東
日
本
大
震
災
に
係
る
災

害
対
策
支
援
本
部
に
つ
い
て

は
、
９
月
１２
日
を
も
っ
て
一

区
切
り
と
致
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
支
援
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
震
災
か
ら
の
復

興
の
道
筋
は
未
だ
不
透
明
で

あ
り
、
南
相
馬
市
か
ら
飯
田

下
伊
那
に
避
難
さ
れ
て
い
る

方
々
も
未
だ
４０
人
弱
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
被
災
地
の
雇

用
情
勢
が
厳
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
特
に
医
療
介
護

と
い
っ
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

機
能
が
十
分
回
復
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
帰
る
に
帰
れ

な
い
状
況
に
あ
る
方
も
多
い

よ
う
で
す
。
当
市
と
致
し
ま

し
て
は
、
避
難
者
の
自
立
支

援
は
じ
め
で
き
る
限
り
の
支

援
を
継
続
し
て
い
く
所
存
で

す
の
で
、
今
後
も
ご
理
解
、

ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

こ
の
被
災
者
支
援
に
関
連

し
て
、
大
学
連
携
の
観
点
か

ら
成
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

立
命
館
大
学
が
早
い
段
階
か

ら
飯
田
下
伊
那
の
被
災
地
支

援
に
関
す
る
調
査
に
入
っ
て

く
れ
た
た
め
、
６
月
に
は
報

告
書
（
注
）
が
ま
と
め
ら
れ
、

当
市
も
こ
れ
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
の
職
員
は
、
通
常
業
務

と
並
行
し
て
被
災
者
支
援
業

務
を
行
っ
て
き
た
た
め
、
ま

と
ま
っ
た
報
告
書
の
早
期
作

成
は
な
か
な
か
困
難
で
し
た

が
、
こ
の
よ
う
に
第
三
者
の

視
点
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

調
査
報
告
書
が
出
る
こ
と

は
、
当
市
の
情
報
発
信
機
能

の
強
化
に
直
結
す
る
も
の
で
、

大
変
有
り
難
い
も
の
で
し
た
。

（
注
）市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照

http
://w
w
w
.c
ity.iida.lg.jp

そ
の 

82

手
術
を
受
け
る
た
め
に
は
、
麻

酔
が
必
要
で
す
。
し
か
し
実
際
は

麻
酔
と
い
う
医
療
行
為
に
つ
い

て
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

全
身
麻
酔
は
、
通
常
の
眠
り
で

は
な
く
様
々
な
薬
剤
を
調
節
す
る

こ
と
で
、
意
識
を
な
く
し
た
り
痛

み
を
感
じ
な
く
さ
せ
、
外
的
刺
激

に
反
応
し
な
い
よ
う
な
状
態
を
作

り
出
し
ま
す
。
こ
の
状
態
が
あ
っ

て
こ
そ
、
手
術
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

全
身
麻
酔
は
薬
剤
、
生
体
管
理

の
為
の
機
器
類
の
進
歩
な
ど
に
よ

り
、
高
齢
の
方
で
も
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
よ
り
安
全
に
麻
酔
、
手
術
を

受
け
る
為
に
は
、
普
段
か
ら
の
生

活
で
気
を
つ
け
て
頂
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
や
、
も
と
も
と
持

っ
て
い
る
病
気
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
喫
煙

さ
れ
て
い
る
方
は
手
術
が
決
ま
る

と
、
禁
煙
を
勧
め
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
血
糖
や
血
圧
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
確
認
し
、
必
要

が
あ
れ
ば
薬
な
ど
で
調
節
し
ま

す
。
心
臓
や
肺
に
病
気
が
あ
れ
ば
、

専
門
の
科
に
診
て
も
ら
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
手
術
前
に
行
わ
れ
る

様
々
な
検
査
は
、
患
者
さ
ん
の
身

体
が
現
在
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ

る
の
か
、
麻
酔
、
手
術
を
受
け
る

上
で
問
題
は
な
い
か
な
ど
を
調
べ

て
い
ま
す
。

こ
れ
以
外
で
も
、
手
や
足
の
痺

れ
、
関
節
の
痛
み
、
動
か
し
に
く

さ
な
ど
、
患
者
さ
ん
自
身
か
ら
提

供
さ
れ
る
情
報
も
重
要
で
す
。
全

身
麻
酔
の
間
は
寝
返
り
を
う
つ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
長

い
時
間
で
も
、
手
術
が
終
わ
る
ま

で
は
同
じ
姿
勢
を
と
り
続
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

麻
酔
、
手
術
を
専
門
と
す
る
医

師
、
看
護
師
は
、
事
前
に
様
々
な

情
報
を
得
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん

が
安
全
に
麻
酔
、
手
術
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

患
者
様
か
ら
見
て
手
術
に
は
関
係

な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
も
、
も

し
普
段
か
ら
気
に
な
る
体
調
や
症

状
が
あ
れ
ば
、
是
非
医
師
や
看
護

師
に
ご
相
談
下
さ
い
。

手術看護認定看護師

　近藤美穂

       

全
身
麻
酔
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ぼくの夢

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

私は、自分の生まれた国ブラジルか

ら日本へ来て、もう１０年以上になります。

６歳の時に飯田市へ来て住むことにな

り、日本の学校へ入学しました。初め

てで、知らないことばかりでしたが、

ワクワクしていました。新たな生活に

ちょっと不安を感じながらも楽しみで

した。学校に通い始めて、あっという

間に日本語が身につき、友達ができて、

地域の方々とも仲よくなることができ

ました。飯田市で行われる様々な行事

にも、たくさんの友達や家族と参加し、

地域の皆さんや市民のみなさんと一緒

に交流できたことを本当にうれしく

思っています。

色々な体験や経験をして学んだこと

もたくさんあります。小学校の頃は、

難しい日本語がわからなくて、友達や

先生に助けてもらっていました。今で

は、新しく来たブラジル人の友達に日

本語の通訳ができるようになり、手助

けをしてくれた人たちのありがたさを

感じています。

私は今年、高等学校へ進学しました。

学校の友達と一緒に楽しく、元気に学

校生活を送っています。日本とブラジ

ルの文化を受け入れ、自分の可能性を

大きく広げられたらいいなと思います。

私の夢は、日本で叶えたいなと思って

います。どんな夢かはヒミツですが、

友達と一緒に勉強して、楽しんで、ど

んどん成長していきたいです。

先月の開米和広さん（伊賀良）からのリレー

塩
沢

　貴
弘
さ
ん（
上
郷
）

只
今
、
新
米
パ
パ
２
年
目
で
す
。
愛
娘
も

１
歳
を
過
ぎ
い
よ
い
よ
手
も
か
か
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
、
子
育
て
に
追
わ
れ
な
が
ら
も

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
お
か
げ
で
、
今
ま
で
以
上
に
多
く

の
こ
と
を
頑
張
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。
消
防
団
で
は
副
分
団
長
と
い
う
大

役
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
仕
事
で
も
多

く
の
お
客
様
に
ご
愛
顧
を
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
、
責
任
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
強
く
感

じ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、子
供

の
存
在
が
私
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る

の
だ
と
強
く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
仕
事
に
消
防
に
、そ
し
て

何
よ
り
も
子
供
に
と
っ
て
最
高
の
父
親
に
な

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

やざわ

矢澤 空 さん
（伊賀良小６年）

ぼくの夢は、何かを作る仕事をするこ

とです。理由は、何かの部品を作るのは

楽しいからです。例えば、簡単にたくさ

んの電力を作れる機械とかを作ってみた

いです。東日本大震災が起こり、日本中

の人が節電をし、電気を作るのに苦労し

ているので、そういう機械を設計し、

作ってみたいです。

何かものを作るのは、おもしろいし、それが役に立ったらう

れしいので、ぼくはそういう仕事ができるように、これからも

色々なものを作っていきたいです。

飯田市へ来てから

雨上 リビアさん
あまうえ

そら

し
お
ざ
わ

た
か
ひ
ろ

2011.11.1［広報いいだ］9



10［広報いいだ］２０１１.１１．１



11２０１１.１１.１［広報いいだ］

オ
フ
ト
ー
ク
停
止
日
と
音

声
告
知
機
器
移
行
補
助
金

　機
器
の
老
朽
化
や
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
応
し
た
情
報
媒
体
の
構

築
に
伴
い
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

で
放
送
し
て
い
た
﹁
ほ
っ
と
ら

い
ん
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
﹂
は
停
止
し
、

新
た
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
回

線
を
使
用
し
た
緊
急
音
声
告
知

シ
ス
テ
ム
﹁
安
心
ほ
っ
と
ラ
イ

ン
﹂
に
移
行
し
ま
す
。

　﹁
安
心
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
﹂
を

お
聞
き
に
な
る
に
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
専
用
の
音

声
告
知
端
末
の
設
置
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　ま
た
、
飯
田
市
で
は
オ
フ
ト

ー
ク
通
信
か
ら
新
た
に
音
声
告

知
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
さ
れ
た
方

に
対
し
補
助
金
を
交
付
い
た
し

ま
す
。

▼
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
停
止
日

　平
成
２４
年
１
月
３１
日
㈫

※
停
止
日
を
も
っ
て
音
声
告
知

シ
ス
テ
ム
へ
完
全
移
行
し
、

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
で
は
放
送

を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

▼
音
声
告
知
端
末
設
置
補
助
金

○
対
象

　平
成
２３
年
３
月
３１
日
時
点
に

お
け
る
オ
フ
ト
ー
ク
加
入
者

で
、
平
成
２３
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
２４
年
１
月
３１
日
ま
で

に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
新
規

加
入
し
、
音
声
告
知
端
末
を

設
置
さ
れ
た
方

○
補
助
金
額

　１
万
円

○
申
請
方
法

　音
声
告
知
端
末
を
設
置
し
初

期
費
用
を
支
払
い
後
、
所
定

の
申
請
書
に
ご
記
入
い
た
だ

き
秘
書
課
広
報
広
聴
係
ま
た

は
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
締
切

　平
成
２４
年
２
月
２９
日
㈬

※
平
成
２３
年
３
月
３１
日
時
点
に

お
け
る
オ
フ
ト
ー
ク
加
入
者

の
皆
さ
ん
へ
、
移
行
に
関
す

る
通
知
と
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
。

▼
ｉ
フ
レ
ー
ム
設
置
補
助
金

　ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
幹
線
が

未
整
備
の
地
域
に
お
住
ま
い

の
方
に
は
、
市
独
自
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
搭
載
し
た

ｉ
フ
レ
ー
ム
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
）
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　ま
た
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
か

ら
新
た
に
i
フ
レ
ー
ム
に
移

行
さ
れ
た
方
に
対
し
補
助
金

を
交
付
い
た
し
ま
す
。

○
対
象

　平
成
２３
月
３
月
３１
日
時
点
に

お
け
る
オ
フ
ト
ー
ク
加
入
者

で
、
平
成
２３
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
２４
年
１
月
３１
日
ま
で

に
ｉ
フ
レ
ー
ム
に
新
規
で
加

入
さ
れ
た
方

○
補
助
金
額

　１
万
円

※
申
請
方
法
は
、
お
申
し
込
み

の
際
に
ご
説
明
し
ま
す
。

※
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
の
ご
加
入

者
で
、
該
当
さ
れ
る
方
に
は

個
別
に
通
知
を
お
送
り
し
ま

し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　秘
書
課

　

　広
報
広
聴
係

　内
線
２
１
２
４
・
２
１
２
５
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美
術
博
物
館
の
臨
時
休
館

　空
調
設
備
の
改
修
工
事
の
た

め
美
術
博
物
館
・
柳
田
國
男
館

・
日
夏
耿
之
介
記
念
館
を
臨
時

休
館
い
た
し
ま
す
。

　ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
休
館
期
間

　１１
月
２１
日
㈪
～

　平
成
２４
年
２
月
２０
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
美
術
博
物
館

０
２
６
５(

２
２)

８
１
１
８

竹
田
人
形
館

秋
の
特
別
公
演

　竹
田
人
形
館
﹁
秋
の
特
別
公

演
﹂
と
し
て
﹁
二
夜
連
続

－

西

川
禎
一
お
ひ
と
り
座
の
語
り
芝

居
﹂
を
開
催
し
ま
す
。

　第
一
夜
は
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
を
生
き
た
女
の
一
生
を
笑

い
と
涙
で
語
る
﹁
ば
あ
さ
ん
の

一
人
語
り
﹂
を
、
第
二
夜
は
、

戦
時
中
の
子
ど
も
た
ち
の
暮
ら

し
や
平
和
の
大
切
さ
を
語
る

﹁
じ
い
さ
ん
の
一
人
語
り
﹂
を

お
送
り
し
ま
す
。

　館
内
の
展
示
、
紅
葉
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
と
あ
わ
せ
て
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

▼
第
１
夜

○
日
時

　１１
月
１７
日
㈭

　午
後
７
時
３０
分
～

○
演
目

・
ね
ず
み
の
す
も
う

・
ば
あ
さ
ん
の
一
人
語
り

　　
﹁
ま
あ
聞
い
と
く
れ
や
す
﹂

▼
第
２
夜

○
日
時

　１１
月
１８
日
㈮

　午
後
７
時
３０
分
～

○
演
目

・
へ
っ
こ
き
じ
っ
さ

・
じ
い
さ
ん
の
一
人
語
り

▼
会
場

　竹
田
扇
之
助
記
念
国

　際
糸
操
り
人
形
館

▼
料
金

　各
日

　
　２
０
０
０
円

　通
し
券

　３
０
０
０
円

※
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

の
ワ
ッ
ペ
ン
を
着
用
し
て
入

場
さ
れ
た
方
に
は
１
０
０
円

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
あ

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　文
化
会
館

　人
形
劇
の
ま
ち
づ
く
り
係

０
２
６
５(

２
３)

３
５
５
２
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傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
会

　傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
お
話

を
聞
い
て
、
相
手
の
気
持
ち
を

を
受
け
止
め
て
、
理
解
を
示
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　１１
月
２１
日
㈪

　午
前
９
時
３０
分
～
正
午

▼
場
所

　勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
第
３
・
４
研
修
室
）

▼
講
師

　松
江
和
子
さ
ん

　（
鳥
取
県
米
子
市
）

▼
申
込
方
法

　電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
参
加
費

　

　無
料

▼
申
込
締
切

　１１
月
１８
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　飯
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

　ー
０
２
６
５(

５
３)

３
１
８
２



14［広報いいだ］２０１１.１１．１



15２０１１.１１.１［広報いいだ］

飯
田
市
川
路
多
目
的
広
場

オ
ー
プ
ン

　Ｊ
Ｒ
川
路
駅
東
側
の
天
竜
川

の
新
堤
防
と
旧
堤
防
の
間
に
、

飯
田
市
川
路
多
目
的
広
場
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。（
下
図
）

　オ
ー
プ
ン
に
あ
わ
せ
て
、
利

用
を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

　広
場
は
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト

大
人
用
１
面
お
よ
び
、
子
供
用

２
面
の
広
さ
で
、
サ
ッ
カ
ー
を

中
心
に
多
目
的
に
利
用
で
き
る

施
設
で
す
。

▼
利
用
開
始
日

　１１
月
１
日
㈫

▼
開
場
時
間

　午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

▼
休
場
期
間

　１２
月
２９
日
～
翌
年
１
月
３
日

▼
使
用
料

　１
時
間
あ
た
り

　３
０
０
円

▼
利
用
申
込

　飯
田
市
体
育
協
会
事
務
局

　

　（
飯
田
市
教
育
委
員
会
内
）

　内
線
５
８
６
１

▼
問
い
合
わ
せ

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　内
線
５
５
７
１
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桐
林
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
環
境
学
習
講
座

　桐
林
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
は
毎
月
環
境
学
習
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　１１
・
１２
月
の
環
境
講
座
を
ご

案
内
し
ま
す
。

　セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
兼
ね
て

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
テ
ー
マ
１

　わ
く
わ
く
環
境
探
険

　～
ご
み
を
生
か
せ
、
減
ら
せ

明
日
の
地
球
船
～

○
日
時

　１１
月
１９
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

○
内
容

　農
業
・
産
業
・
Ｉ
Ｔ
に
続
く

第
四
の
ビ
ジ
ネ
ス
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
次
世
代
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
を
考
え
ま
す
。

○
講
師

　青
木
伸
仁
さ
ん

　（
市
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
テ
ー
マ
２

　森
林
（
も
り
）
に
親
し
む
暮

　ら
し
と
健
康

○
日
時

　１２
月
３
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

○
内
容

　森
林
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る

　多
く
の
恵
み
に
私
た
ち
は
ど

　れ
だ
け
浸
か
っ
て
い
る
か
学

　び
ま
す
。

○
講
師

　福
島
紀
雄
さ
ん

　（
市
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
テ
ー
マ
３

　環
境
わ
く
わ
く
体
験
講
座

　～
廃
油
で
カ
ラ
フ
ル
ア
ロ
マ

　キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
＆
廃
油
コ

　ン
ロ
で
ご
飯
炊
き
～

○
対
象

　小
学
生

　（
親
子
の
参
加
も
可
）

○
定
員

　３０
人
（
先
着
）

○
日
時

　１１
月
２７
日
㈰

　午
後
１
時
～
２
時
３０
分

○
内
容

　
　

　廃
油
を
利
用
し
て
、
ア
ロ
マ

　キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
と
炊
飯

　に
挑
戦
し
ま
す
。

○
講
師

　

　湯
澤
真
理
子
さ
ん

　（
市
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

○
参
加
費

　５
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
場
所

　桐
林
リ
サ
イ
ク
ル
セ

　ン
タ
ー
会
議
室
（
桐
林
ク
リ

　ー
ン
セ
ン
タ
ー
隣
接
）

▼
申
込
方
法

　電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

　し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　南
信
州
広
域
連
合

　桐
林
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５(

２
６)

１
０
５
０

０
２
６
５(

２
６)

１
０
５
１

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

　平
成
２４
年
度
の
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
の
受
験
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
推
薦
試
験

○
資
格

　１５
歳
以
上
１７
歳
未
満

　（
平
成
２４
年
４
月
１
日
現
在
）

　　の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者

　（
見
込
み
含
む
）

○
受
付
期
間

　１１
月
１
日
㈫
～
１２
月
１６
日
㈮

○
試
験
日

　平
成
２４
年
１
月
７
日
㈯

▼
一
般
試
験

○
資
格

　１５
歳
以
上
１７
歳
未
満

　（
平
成
２４
年
４
月
１
日
現
在
）

　　の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者

　（
見
込
み
含
む
）

○
受
付
期
間

　１１
月
１
日
㈫
～

　平
成
２４
年
１
月
６
日
㈮

○
一
次
試
験

　平
成
２４
年
１
月
１４
日
㈯

▼
問
い
合
わ
せ

　自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　飯
田
出
張
所

０
２
６
５(

２
２
）２
６
１
３
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
座

　ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

　市
内
に
お
住
ま
い
か
市
内
に

　ご
勤
務
す
る
３５
歳
ま
で
の
方

▼
日
時

　１２
月
１６
日
㈮

　午
後
７
時
～
９
時

▼
場
所

　勤
労
者
青
少
年
ホ
ー
ム

▼
講
師

　佐
々
木
文
恵
さ
ん

　（
香
花
園
）

▼
受
講
料

　１
５
０
０
円

▼
定
員

　１２
人
（
先
着
）

▼
持
ち
物

　木
ば
さ
み

▼
申
込
方
法

　ホ
ー
ム
窓
口
へ
受
講
料
を
添

　え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付

　１１
月
１
日
㈫
～
１２
月
９
日
㈮

　午
前
９
時
～
午
後
９
時

※
日
曜
、
祝
日
は
午
後
４
時
ま

　で
の
受
け
付
け

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

０
２
６
５(

２
３)

５
５
７
１

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア

第
６４
講
座

　１１
月
の
飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア
は

﹁
古
代
～
信
濃
と
東
国
を
め
ぐ

る
古
代
史
﹂
が
テ
ー
マ
で
す
。

　１
日
の
み
、
ま
た
は
１
コ
マ

の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

▼
第
１
コ
マ

　﹁
古
代
東
山
道
の
解
明
﹂

○
日
時

　１１
月
１２
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
第
２
コ
マ

　﹁
地
方
豪
族
と
王
権
の
つ
な

　が
り
﹂

○
日
時

　１１
月
１２
日
㈯

　午
後
３
時
３０
分
～
５
時

▼
第
３
コ
マ

　﹁
国
府
・
郡
家
の
古
代
史
﹂

○
日
時

　１１
月
１３
日
㈰

　午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

▼
第
４
コ
マ

　﹁
地
域
と
列
島
の
古
代
史
﹂

○
日
時

　１１
月
１３
日
㈰

　午
後
１
時
～
２
時
３０
分

▼
講
師

　佐
藤
信
さ
ん

　（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

▼
場
所

　上
郷
考
古
博
物
館

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　歴
史
研
究
所

０
２
６
５(

５
３)

４
６
７
０

０
２
６
５(

２
１)

１
１
７
３
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美
博
の
自
然
講
座

　伊
那
谷
の
自
然
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
学
び
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　生
物
講
座
﹁
信
濃 

　の
生
き
物
よ
も
や
ま
話
﹂

▼
日
時

　１１
月
１２
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

▼
場
所

　美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

親
と
子
の
い
き
い
き
講
座

　市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

の
方
を
対
象
に
、
お
菓
子
作
り

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
親
子
で

一
緒
に
﹁
い
ち
ご
大
福
﹂
を
作

り
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　１２
月
３
日
㈯

　午
前
１０
時
～
午
後
１
時

▼
場
所

　松
尾
公
民
館

▼
参
加
費

　１
０
０
円
（
一
家
庭
）

▼
持
ち
物

　

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
皿
、

　お
椀
、
湯
飲
み
、
は
し

▼
申
込
締
切

　１１
月
２５
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　子
育
て
支
援
課

　家
庭
係

　内
線
５
３
４
７

▼
講
師

　植
松
晃
岳
さ
ん

　（
野
生
生
物
資
源
情
報
室
）

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５(

２
２)

８
１
１
８

ネ
コ
の
飼
い
方
講
習
会

　家
族
の
一
員
と
し
て
ネ
コ
を

飼
い
、
地
域
社
会
の
中
で
ト
ラ

ブ
ル
を
起
こ
さ
ず
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
、
最
低
限
の

ル
ー
ル
や
病
気
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
開
講
日

○
第
１
回

　１１
月
２０
日
㈰

○
第
２
回

　平
成
２４
年
１
月
２９
日
㈰

※
各
回
の
内
容
は
同
じ
で
す
。

▼
時
間

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

▼
場
所

　

　勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　（
東
栄
町
）

▼
定
員

　各
回
３０
人

▼
費
用

　無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
伊
動
物
愛
護
会

　（
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
内
）

０
２
６
５(

５
３)

０
４
４
６
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追
手
町
小
学
校

化
石
標
本
室
の
公
開

　飯
田
市
出
身
の
古
生
物
学

者
、
長
谷
川
善
和
さ
ん
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
多
く
の
化

石
や
骨
を
見
学
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　１１
月
６
日
㈰

　午
前
１０
時
～
午
後
４
時

▼
場
所

　追
手
町
小
学
校
化
石
標
本
室

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５(

２
２)

８
１
１
８

全
国
一
斉
労
働
ト
ラ
ブ

ル
１
１
０
番

　長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、

賃
金
未
払
い
や
サ
ー
ビ
ス
残
業

な
ど
、
労
働
問
題
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
電
話
に
よ
る

無
料
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時

　１１
月
２３
日
㈷

　午
前
１０
時
～
午
後
４
時

▼
受
付
専
用
電
話

０
２
６(

２
３
２)

７
４
９
９

▼
問
い
合
わ
せ

　長
野
県
司
法
書
士
会

０
２
６(

２
３
２)

７
４
９
２

公
正
証
書
作
成
無
料
相
談

　飯
田
公
証
役
場
で
は
、
遺
言

や
土
地
、
建
物
賃
貸
借
契
約
な

ど
に
関
す
る
公
正
証
書
の
作
成

に
つ
い
て
無
料
で
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

▼
日
時

　毎
週
月
～
金
曜
日

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
場
所

　飯
田
公
証
役
場

　（
飯
伊
森
林
組
合
ビ
ル
２
階
）

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
公
証
役
場

０
２
６
５(

２
３)

６
５
０
２
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